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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない

場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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DS90CR218A
＋ 3.3V立ち上がりエッジ・データ・ストローブ 21-Bit Channel Link-12～ 85MHz

概要

DS90CR218Aレシーバは、3対の LVDS入力データ・ストリーム
を 21ビットの CMOS/TTL出力データにデシリアライズします。最
大入力クロック周波数の 85MHzで動作すると、データ・チャネル
ごとに 595Mbpsで LVDSデータが受信され、総データスループッ
トは 1.785Gbit/sec (233MB/sec)となります。

バス幅が狭くLVDS信号を利用するDS90CR218Aは、広帯域
かつ高速の TTLインタフェースに付随するEMIとケーブル・サイ
ズの問題を解決できる理想的な手段です。

特長

■ 12～ 85MHzクロックに対応
■ 50％デューティ・サイクルのレシーバ・クロック出力
■ 低消費電力
■ ± 1Vコモンモード・レンジ (＋ 1.2V中心 )
■ バス幅の低減によるケーブルの小型化、コスト削減が可能
■ データ・スループット1.785Gbit/s (max)
■ 223Mbytes/sの高速転送
■ 低 EMIを実現する345mV (typ)信号振幅
■ PLLは外付け部品不要
■ 立ち上がりエッジ・データ・ストローブ
■ TIA/EIA-644 LVDS標準準拠
■ 高密度実装を可能にする48ピンTSSOPパッケージ

ブロック図

DS90CR218A

Order Number DS90CR218AMTD
See NS Package Number MTD48

ピン配置図

DS90CR218A
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8A 代表的なアプリケーション
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

電気的特性 
特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および動作温度範囲に対して適用。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、この範囲を超えるとデバイスの安全性が保証されないリミット値をいい、これらのリミット値でデバイスが動作することを意味するも
のではありません。「電気的特性」の表にデバイスの実動作条件を記載しています。

Note 2: 代表値 (Typ)はすべてVCC＝ 3.3V、TA＝＋ 25℃で得られる最も標準的な数値です。

Note 3: デバイス・ピンに流れ込む電流は正、デバイス・ピンから流れ出る電流は負と定義されます。VODとΔVOD 以外、すべての電圧値はグラウンド・ピンを
基準とします。

電源電圧 (VCC) － 0.3V～＋ 4V
CMOS/TTL入力電圧 － 0.5V～ (VCC＋ 0.3V)
CMOS/TTL出力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)
LVDSレシーバ入力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)
LVDSドライバ出力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)
PN接合温度 ＋ 150℃
保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
許容リード温度 (ハンダ付け 4秒 ) ＋ 260℃
最大パッケージ許容損失 (＋ 25℃のとき)

MTD48 (TSSOP)パッケージ :
DS90CR218A 1.89 W

＊ 周囲温度＋ 25℃を超える場合は、
DS90CR218A 15 mW/℃

を減じてください。
ESD耐圧

(HBM、1.5kΩ、100pF) ＞ 7kV
(EIAJ、0Ω、200pF) ＞ 700V

25℃におけるラッチアップ耐圧 ＞± 300mA

最小値 標準値 最大値 単位
電源電圧 (VCC) 3.0 3.3 3.6 V
動作周囲温度 (TA) － 10 ＋ 25 ＋ 70 ℃
レシーバ入力電圧範囲 0 2.4 V
電源ノイズ電圧 (VCC) 100 mVPP
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8A レシーバスイッチング特性
特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および動作温度範囲に対して適用。

Note 4: VOSは以前は VCMと表記されていました。このマージンは、レシーバの入力セットアップ /ホールドタイム (内部のデータ・サンプリング・ウインドウ )を考
慮しています。トランスミッタのパルス位置 (TPPOS)のばらつきは考慮しておらず、理想的なTPPOSを使用して測定されています。このマージンは、LVDS
配線スキューおよび符号間干渉 ISI (いずれもケーブル長とケーブル種に依存 )、トランスミッタのパルス位置 (TPPOS)のばらつき、250ps 未満のソース・
クロック・ジッタにより消費されます。

Note 5: チャネルリンク・チップセット全体でのレイテンシは、クロック周期、およびトランスミッタ (TCCD)とレシーバ (RCCD)のゲート・ディレイの関数として表されま
す。トランスミッタDS90CR217/287とレシーバDS90CR218A/288Aのレイテンシの合計は、Tをクロック周期としたとき、(T＋TCCD)＋(2*T＋RCCD)となります。

ACタイミング図

FIGURE 1.   “Worst Case” Test Pattern
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ACタイミング図 (つづき)

FIGURE 2.   DS90CR218A (Receiver) CMOS/TTL Output Load and Transition Times

FIGURE 3.   DS90CR218A (Receiver) Setup/Hold and High/Low Times

FIGURE 4.   DS90CR218A (Receiver) Clock In to Clock Out Delay
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8A ACタイミング図 (つづき)

FIGURE 5.   DS9OCR218A (Receiver) Phase Lock Loop Set Time

FIGURE 6.   21 Parallel TTL Data Inputs Mapped to LVDS Outputs (DS90CR217) 

FIGURE 7.   Receiver Powerdown Delay
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ACタイミング図 (つづき)

FIGURE 8.   Receiver LVDS Input Strobe Position
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8A ACタイミング図 (つづき)

C－セットアップ /ホールドタイム (内部データ・サンプリング長 )は Rspos (レシーバ入力ストローブ・ポジション ) minとmaxにより定義されます。

Tppos－トランスミッタ出力パルス・ポジション

RSKM≧ケーブル・スキュー＋ソース・クロック・ジッタ (連続する2クロック間 )(Note 6)＋ ISI (伝送波形干渉 )(Note 7)

＋TPPOSのばらつき(Tx依存 )

Note 6: クロック・ジッタは 85MHzで 250ps以下。

Note 7: ISIは内部配線によります。

FIGURE 9.   Receiver LVDS Input Skew Margin

アプリケーション情報

DS90CR218Aピン説明－チャネル・リンク・レシーバ

チャネルリンクはいろいろなデータ送受信システムでの使用を目的
に開発されました。システムにより接続する部材は異なります。例
えば低速でかつケーブル長も短い (＜ 2m)場合には、部材の電
気的性能はさほど重要とはなりませんが、高速かつ長距離のアプ
リケーションでは部材の性能が重要となります。実際、ケーブルの
構成によりスキュー (ペア間における接続点間の電気的な線長差
)を低減できます。例えば、TWIN-COAXでは 5mで 1.785Gbit/
s の伝送実績があります。より詳しい内容は以下のアプリケーショ
ン・ノートを参照ください。

ピン名 I/O No. 説明

RxIN＋ I 3 正の LVDS差動データ入力
RxIN－ I 3 負の LVDS差動データ入力
RxOUT O 21 TTLレベルデータ出力。
RxCLK IN＋ I 1 正の LVDS差動クロック入力
RxCLK IN－ I 1 負の LVDS差動クロック入力
RxCLK OUT O 1 TTLレベルのクロック出力。立ち上がりエッジがデータ取り込みに使用されます。

ピン名は RxCLK OUTです。 
PWR DWN I 1 TTLレベル入力。入力が LOWにアサートされると、レシーバ出力は LOWになりま

す。
VCC I 4 TTL出力用の電源ピン
GND I 5 TTL出力用のグラウンド・ピン
PLL VCC I 1 PLL用の電源ピン
PLL GND 1 2 PLL用のグラウンド・ピン
LVDS VCC I 1 LVDS入力用の電源ピン
LVDS GND I 3 LVDS入力用のグラウンド・ピン

AN＝ #### Topic

AN-1041 Introduction to Channel Link

AN-1108 Channel Link PCB and Interconnect 
Design-In Guidelines

AN-1109 Multi-Drop Channel-Link Operation

AN-806 Transmission Line Theory

AN-905 Transmission Line Calculations and 
Differential Impedance

AN-916 Cable Information
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アプリケーション情報 (つづき)

ケーブル

トランスミッタとレシーバのインタフェースに用いられている差動の
LVDS 信号はケーブルにより伝送されます。21ビット・チャネルリ
ンクチップセット(DS90CR217/218A)では 4ペアの信号線が、28
ビット・チャネルリンク・チップセット(DS90CR287/288A)では 5ペ
アの信号線が必要となります。理想的なケーブル /コネクタのイン
タフェースは伝送路すべてにわたり100Ω一定の差動インピーダン
スに保つことです。また、レシーバで十分なデータのサンプルウィ
ンドウを確保するために 90ps (85MHz時 )以下にスキューを抑え
てください。

さらに、データとクロックを伝送する4または 5ペアのケーブルに最
低 1本 (または 1ペア )のグラウンドを用意することを推奨します。
このグラウンドによりコモンモードのリターンパスを構成することが
できます。一対一のアプリケーションで一般的に使用されている
ケーブルにはフラット、フレックス、ツイストペア、TWIN-COAXが
あります。構成やオプションによりさまざまなケーブルが用意されて
います。フラット、フレックス、ツイストペアは短い一対一のアプリ
ケーションには十分です。TWIN-COAXは長短どちらでも高い性
能を示します。フラットケーブル使用時には各差動信号間にグラウ
ンド線を入れることを推奨します。このグラウンドにより、近接する
ペア間のノイズによる干渉を防げます。TWIN-COAXケーブルで
は各ケーブルペアをシールドすることを推奨します。一対一のアプ
リケーションで距離を伸ばす場合には、ケーブルのタイプによらず
全ケーブルペアをシールドしてください。全体をシールドすると、
EMS や EMI に起因する問題を解決し、長距離化、高速化と
いった伝送パラメータの向上になります。

いろいろなケーブルタイプでLVDS信号はすばらしい性能を示して
います。しかし、総合的に最高の性能となったのは TWIN-COAX
ケーブルを使用したときでした。TWIN-COAXケーブルはその構
造とシールドの二重化により、優れたスキューとEMI性能をもって
います。ここに記載している情報と関連のアプリケーション・ノー
トには設計者に有用な数多くのガイドラインを載せています。設計
者は各アプリケーションで安全かつ経済的なケーブルのためにさ
まざまなトレードオフを査定するよう推奨します。

レシーバ・フェイルセーフ機能
本レシーバは、レシーバ入力がオープンまたは終端された状態で
も安定したレシーバ出力を得るために、入力段にフェイルセーフの
バイアス回路を備えています。これにより、前記のようにオープン
または終端された状態でも、レシーバ入力はHIGHになります。し

たがって、クロック信号が有効であれば、すべてのデータ出力も
HIGH になります。クロック信号がオープンまたは終端されていた
とすると、レシーバ出力は最後の有効な状態を保持します。なお
クロック入力がオープンまたは終端されていると、クロック出力は
HIGHになります。

ボードレイアウト
LVDS の EMI、ノイズマージンを最大限活用するには差動信号
のレイアウトに注意を払う必要があります。他の信号からのノイズ
による干渉を抑え、差動信号のノイズキャンセル性能を有効に利
用するために、差動信号ラインは常に近接していなければなりま
せん。また、差動信号線長も等長になるようトレースを調整してく
ださい。あらゆる高速設計で、インピーダンスの不整合は避けな
ければなりません (ビアを減らす、90度に曲がるトレースを避ける
など )。差動信号の一方ラインにインピーダンスの不整合があると
他方の信号ラインにも影響が現れます。差動信号のトレースのイ
ンピーダンスは選択されたケーブルのインピーダンスと整合してい
なければいけません (このインピーダンスはレシーバ入力端で差動
信号間に入れる終端抵抗とも一致していなければなりません。)。
最後に、チャネルリンクの TxOUT/RxINピンは、PCB 上での余
分なトレースを避けるためにボードの端にできるだけ近づけてくだ
さい。これらはすべて高速性や EMIに影響を与える反射やクロ
ストークを抑制するものです。

未使用入力
RxOUTの未使用入力は、すべてグラウンドに接続するか未接続
のままにしてください。レシーバの未使用入力は、オープンのまま
でかまいません。

終端
電流モードのドライバでは、レシーバの入力に終端抵抗が必要で
す。チャネルリンク・チップセットではレシーバ差動入力ペアの＋と
－ごとに 100Ωの終端抵抗が必要です。実際の終端抵抗値は、
ケーブルの差動特性インピーダンス (90Ω～ 120Ω)と同じになるよ
うに選択します。Figure 18の例を参照ください。PECLのような
他の差動信号と異なり、プルアップやプルダウンの抵抗も必要あり
ません。リードのインダクタンスを減らすために表面実装タイプの抵
抗を推奨します。終端抵抗は差動信号を効果的に終端し、スタ
ブを短くするためにレシーバ入力ピンのできるだけ近くに配置して
ください。

FIGURE 10.   LVDS Serialized Link Termination
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8A アプリケーション情報 (つづき)

デカップリング・コンデンサ
性能を制限するスイッチング・ノイズを低減するために、バイパス・
コンデンサを入れてください。各 VCCとGNDに 3個並列にデカッ
プリング・コンデンサ (多層セラミックの面実装タイプ )を挿入され
ることを推奨します (Figure 19)。3個のコンデンサの値は 0.1μF、
0.01μF、0.001μF です。電源とグラウンドはできるだけ幅広のト
レースを使用し各コンデンサはそれぞれ個別にグラウンド接続し
てください。ボード上に十分なスペースがない場合、PLL VCC、
LVDS VCC、ロジックVCCの順に優先してください。

FIGURE 11.   CHANNEL LINK
Decoupling Configuration 

クロックジッタ
チャネルリンクでは、PLLによりLVDSを介して送られてきたクロッ
クを再生します。LVDS 上のシリアル化されたデータ 1ビットの幅
は、クロックの 1/7となります。例えば、85MHzクロックでは周期
は約 11.76ns、1 ビットのデータ幅は 1.68ns となります。差動ス
キュー (1差動ペア内のΔt)、接続スキュー (差動ペア間のΔt)、
クロックジッタはシリアル化されたデータをサンプリングするマージン
を減少させる要因となります。トランスミッタへ入力するクロックはで
きるだけきれいなクロックを入力してください。各 VCCごとのデカッ
プリング・コンデンサにより内部 PLLへ回り込むジッタを低減でき、
LVDSクロックのジッタも低減できます。全体のジッタ、スキューの
マージンの割り振りにここでの測定が役立ちます。

ノイズマージン
通常、LVDS 信号は＋ 1.2V を振幅の中心として、信号振幅
300mVです。チャネルリンク・レシーバは 100mVのスレッショル
ド範囲を持っているため、200mVの差動ノイズマージンとなります。
差動信号によるデータ転送ではコモンモードの対策がシステムで
はより重要です。LVDSレシーバの入力範囲はグラウンドから
＋ 2.4Vです。つまり、グラウンドレベルの違いやコモンモード・ノ
イズにより振幅の中心が± 1Vの変動が許されています。
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)

Order Number DS90CR218AMTD
Dimensions in millimeters only

NS Package Number MTD48
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